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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の経常収益は、住宅ローンに係る手数料収入、カードビジネス関連手数料及び預かり

資産販売手数料の増加があったものの、リース業における売上高の減少等により前年同期比１億 38百万円減少の

426 億 29 百万円となりました。 

一方、経常費用は、これまで元金を据え置きしていた事業者の返済再開等による債務者区分の良化や景気指標の

改善に伴い予想損失率が低下したことにより、一般貸倒引当金が繰入から戻入に転じたことなどから、前年同期比

29億 85 百万円減少の 358億 59 百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比 28億 46 百万円増加の 67億 70 百万円となりました。親会社株主に帰属する四

半期純利益は、前年同期比 22億 74百万円増加の 49億円となりました。 

(2) 財政状態に関する定性的情報 

財政状態について、当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 825 億 70 百万円増加の２兆

8,607 億 12百万円となりました。純資産は、前連結会計年度末比 35億 43 百万円増加の 1,353 億 59 百万円となりま

した。 

主要勘定としては、預金等（譲渡性預金を含む）は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による貯蓄性向の高

まり等により個人預金を中心に増加したことから、前連結会計年度末比 838億 44 百万円増加の２兆 5,630 億 51 百

万円となりました。貸出金は、住宅ローン等を中心に増加したことにより、前連結会計年度末比 303 億 10 百万円増

加の１兆 8,092 億１百万円となりました。有価証券は地方債を中心とした債券等の取得により前連結会計年度末比

178 億 80 百万円増加の 3,509 億 28百万円となりました。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2022 年 3月期通期の連結業績予測につきましては、2021 年 11月 10 日に公表した値から変更ありません。 
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2022年３月期　第３四半期財務・業績の概況説明資料
１．損益の概況【連結】

【連結会社別内訳】 （百万円）

2022年3月期　第３四半期

（９カ月累計） 琉球銀行 その他

前年同期比 DC 保証 リース

1 42,629   △139     28,525   1,275     687       12,087   1,492     △1,439

2 26,556   101         23,449   886       613       1,000     1,024     △417

3 20,775   △30       20,904   62         0          △91     119       △219

4 4,220     282         2,420     824       612       10         419       △67

5 1,560     △152     124       -          -          1,081     485       △130

6 20,199   △549     18,316   519       90         626       897       △249

7 200       △67       191       -          -          -          9          -

8 135       △17       126       -          -          -          9          -

9 △3       △17       △3       -          -          -          -          -

10 67         △33       67         -          -          -          -          -

11 412       2,039      540       △104    59         17         △58     △41

12 209       △27       152       4          -          -          52         -

13 △29     △50       △29     -          -          -          -          -

14 20         164         △175    75         6          22         127       △36

15 6,770     2,847      5,430     342       588       414       239       △245

16 305       379         305       -          0          0          0          0

17 7,076     3,227      5,736     342       588       414       239       △245

18 1,457     76          1,021     80         174       110       68         1

19 718       876         647       47         20         15         △4       △9

20 2,175     952         1,669     128       195       126       63         △7

21 4,900     2,274      4,067     214       392       288       176       △238

22 4,900     2,274      4,067     214       392       288       176       △238

 ※　グループ総合力の発揮を目的に、連結子会社の貢献度を表すために本表を記載しております。

 ※　連結粗利益＝(資金運用収益－資金調達費用）＋(役務取引等収益－役務取引等費用)＋(その他業務収益－その他業務費用)　　　　　　　　　　

 ※　 「その他」には内部消去等の他、りゅうぎんビジネスサービス㈱、㈱りゅうぎん総合研究所が含まれております。

  (参考)

6,356 650 5,133 367 522 374 127 △167

6,356

※　連結業務純益 ＝ 連結粗利益 － 経費（除く臨時損益） － 一般貸倒引当金繰入額

経 常 収 益

りゅうぎん りゅうぎん 琉球 OCS

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

連 結 粗 利 益

資 金 利 益

貸 出 金 償 却

経 費 ( 除 く 臨 時 損 益 )

貸 倒 償 却 引 当 費 用

そ の 他 の 与 信 費 用

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

株 式 等 関 係 損 益

そ の 他 の 臨 時 損 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

償 却 債 権 取 立 益

経 常 利 益

特 別 損 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益

親会社株主に帰属する四半期純利益

法 人 税 等 合 計

四 半 期 純 利 益

連 結 業 務 純 益

連結業務純益(除く一般貸倒引当金繰入額)

連結の経営成績について、役務取引等利益の増加や経費の減少に加え、貸倒引当金が繰入から戻入に転じたこと
で、経常利益は前年同期を28億47百万円上回る67億70百万円となりました。
以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期を22億74百万円上回る49億円となりました。

銀行単体は、住宅ローンに係る手数料収入、カードビジネス関連手数料等の役務取引等収益の増加や預金利息及
び経費の減少により、実質業務純益が前年同期を8億68百万円上回る51億33百万円となりました。
また経常利益は、これまで元金を据え置きしていた事業者の返済再開等による債務者区分の良化や景気指標の改

善に伴い予想損失率が低下したことにより、一般貸倒引当金が繰入から戻入に転じたことなどから、前年同期を28
億87百万円上回る54億30百万円となりました。
以上の結果、四半期純利益は前年同期を23億39百万円上回る40億67百万円となりました。

なお、2022年3月期通期の連結並びに個別の業績予測については、2021年11月10日に公表した値からの変更はあ
りません。
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２．損益の概況【単体】
（1）概況

（単位:百万円）
2022年３月期 2021年３月期 2022年３月期
第３四半期 第３四半期 通期予想
(９カ月累計) 前年同期比 （９カ月累計) (12カ月累計)

(A) (A)-(B) (B)

1 28,525        520          28,005        37,600

2 23,449        364          23,085

3 20,904        7            20,897

4 2,420         472          1,948

5 124           △116        240

6 74            △83         157

7 276           △222        498

8 170           △170        340

9 31            31           -

10 18,316        △503        18,819

11 7,846         △160        8,006

12 9,079         △244        9,323

13 1,389         △101        1,490

※1 14 5,133         868          4,265         6,800

※2 15 5,058         950          4,108

16 5,099         984          4,115

17 -             △1,062      1,062

18 5,133         1,930        3,203         6,800

19 297           956          △659

20 △29          △50         21

21 55            11           44

22 48            27           21

23 35            35           0

24 191           △396        587

25 540           540          -

26 558           558          -

27 △18          △18         -

28 152           △18         170

29 5,430         2,887        2,543         6,700

30 305           379          △74

31 5,736         3,267        2,469

32 1,021         146          875

33 647           782          △135

34 1,669         929          740

35 4,067         2,339        1,728         4,800

36 △501         △1,979      1,478

※3 37 3,683         1,128        2,555

※1 「実質業務純益」は、一般貸倒引当金繰入額を除く業務純益。

※2 「コア業務純益」は、一般貸倒引当金繰入額及び国債等債券損益（5勘定尻）を除く業務純益。

※3　「顧客向けサービス利益」＝預貸金収支＋役務利益－経費　
        （預貸金収支は資金スワップ収益を加味した実質ベース、経費のうち人件費は臨時処理分控除前）        （預貸金収支は資金スワップ収益を加味した実質ベース、経費のうち人件費は臨時処理分控除前）

ネ ッ ト 与 信 費 用 （ 17 ＋ 24 － 25 － 28 ）

顧 客 向 け サ ー ビ ス 利 益

特 別 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

う ち 不 良 債 権 処 理 額

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

う ち 一 般 貸 倒 引 当 金

う ち 個 別 貸 倒 引 当 金

う ち 償 却 債 権 取 立 益

経 常 利 益

業 務 純 益

臨 時 損 益

う ち 株 式 等 損 益 （ ３ 勘 定 尻 ）

売 却 益

売 却 損

償 却

物 件 費

税 金

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

除 く 投 資 信 託 解 約 損 益

うち国債等債券損益（５勘定尻）

う　ち　売　　　却　　　益

う　ち　売　　　却　　　損

う　ち　償　　　還　　　損 

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

人 件 費

項
番

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

※「その他」には内部消去等の他、りゅうぎんビジネスサービス㈱、
㈱りゅうぎん総合研究所が含まれております。

親会社株主に帰属する四半期純利益内訳

4,067

214
392

288 176 238

4,900

銀行
単体

りゅうぎん
DC

りゅうぎん
保証

琉球
リース

OCS その他

連結G

8億33百万円
増加

（単位：百万円）

8.46% 8.60% 8.67%

9.23%
9.44% 9.61%

1.23倍

1.59倍

1.20倍

0.0倍

0.3倍

0.6倍

0.9倍

1.2倍

1.5倍

1.8倍

7.00%

8.00%

9.00%

10.00%

11.00%

12.00%

2020年3月 2021年3月 2021年12月

単体自己資本比率 連結自己資本比率 連単倍率

自己資本比率及び連単倍率

▲
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（2）実質業務純益

（3）株式等関係損益（３勘定尻）

（4）ネット与信費用
※

（5）四半期純利益

【参考】顧客向けサービス利益

以上の結果、経常利益は前年同期を28億87百万円上回る54億30百万円となり、四半期純利益は前年同期を23億
39百万円上回る40億67百万円となりました。

2021年3月期に実施したフォワードルッキングな引当により将来のリスク拡大に耐えうる充分な引当がなされ
ました。当第３四半期累計期間のネット与信費用は、これまで元金を据え置きしていた事業者の返済再開等
による債務者区分の良化や景気指標の改善に伴い予想損失率が低下したことにより、一般貸倒引当金が繰入
から戻入に転じたことなどから、前年同期を19億79百万円下回りました。

株式等関係損益（３勘定尻）は、株式の減損を実施したこと等により前年同期を50百万円下回りました。

役務取引等利益は、住宅ローンに係る手数料やカードビジネス関連手数料及び預かり資産販売に係る手数料収
入が増加したこと等により前年同期を４億72百万円上回りました。

有価証券利息配当金は、国債等の償還にともなう債券の入替で利回りが低下した結果、前年同期を１億97百万
円下回りました。

4,265

5,133

+503

+472

+177

+127

▲197

▲115

▲99

2021年３月期 第３四半期実質業務純益

2022年３月期 第３四半期実質業務純益

市場関連損益（３勘定尻除く）の減少

経費の減少

役務取引等利益の増加

8億68百万円
増加

（備考）外貨実質ベース

その他（預け金利息等）

経費は、前期の新型コロナウイルス感染症対応のための休日出勤（ゴールデンウィーク期間中の特設相談窓口
設置）による時間外手当（人件費）の反動減に加え、前期の仮本店への移転及びシステム関連の先行投資を
行ったこと等による物件費の反動減などから前年同期を５億３百万円下回りました。

市場関連損益（３勘定尻除く）は国債等債券損益（５勘定尻）が、主に外国債券の売却益の減少等により前年
同期を１億15百万円下回りました。

預金利息は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による貯蓄性向の高まり等により預金残高は増加したが、
総預金に占める流動性預金の割合が増加したことによる利回りの低下から、前年同期を1億77百万円下回りま
した。

実質業務純益は、有価証券利息配当金等の減少があったものの、役務取引等利益や預貸金収支の増加及び経費
の減少等により前年同期を８億68百万円上回りました。

貸出金利息は、新型コロナウイルス感染症関連の資金繰り支援等を実施した結果、事業性貸出の利回りが低下
したことなどにより前年同期を99百万円下回りました。

※「ネット与信費用」は、一般貸倒引当金繰入額を含む不良債権処理額から貸倒引当金戻入益および
償却債権取立益を差し引いたもの。

有価証券利息配当金の減少

（単位：百万円）

貸出金利息の減少

預金利息の減少

顧客向けサービス利益は、役務取引等利益や預貸金収支が増加したことに加え、経費も減少したことから前年
同期を11億28百万円上回る36億83百万円となりました。
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２．預金・貸出金等の状況

（1）預金（単体・末残および利回り）の推移

（2）預かり資産（単体・末残）の推移

15,929 15,928 16,358 16,726

7,438 7,452 7,409 7,530

1,524 1,530 1,626 1,488

24,892 24,911 25,395 25,745

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2020年12月末 2021年３月末 2021年９月末 2021年12月末

（億円） 個人 法人 地公体等その他（公金・金融）

51 52 50 50

523 532 532 561

1,295 1,272 1,267 1,269

1,870 1,858 1,850 1,881

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2020年12月末 2021年３月末 2021年９月末 2021年12月末

（億円）

国債 投資信託 一時払い保険

預金（末残）は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による貯蓄性向の高まり等により個人
預金を中心に増加したことから前年同期末を853億円、前年度末を834億円上回る2兆5,745億円と
なりました。

預金利回りは、定期性預金の標準金利引き下げ等により、2021年度上期より0.002ポイント低
下しました。

預かり資産は、満期到来による解約等により一時払い保険の残高が減少したものの、基準価額の上昇に
伴い投資信託の残高が増加したことで、前年度末を23億円上回る1,881億円となりました。

※譲渡性預金含む。

0.010%

0.005%

0.003%

0.000%

0.010%

0.020%

2020年度下期 2021年度上期 2021年度第３Ｑ

※外貨実質ベース。

預金残高（末残） 預金利回り

預かり資産残高（末残）
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（3）貸出金（単体・末残および利回り）の推移

（4）時価のある有価証券の評価差額（連結）の推移

                                     ※「その他目的」で時価のある有価証券の評価差額

9,268 9,338 9,371 9,416

7,105 7,265 7,233 7,153

1,494 1,382 1,580 1,700

17,868 17,987 18,185 18,271

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2020年12月末 2021年３月末 2021年９月末 2021年12月末

個人 法人 地公体等その他（地公体・公社）

1.477%
1.456% 1.449%

1.400%

1.450%

1.500%

1.550%

1.600%

1.650%

1.700%

2020年度下期 2021年度上期 2021年度第３Ｑ

貸出金（末残）は、個人向け貸出が住宅ローンを中心に好調に推移したことに加え、地公体向け貸
出も増加したことから前年同期末を403億円、前年度末を284億円上回る1兆8,271億円となりました。

貸出金利回りは、リスクウェイトの低い低金利の地公体向け貸出の増加等により2021年度上期より
0.007ポイント低下しました。

▲ 0.04 ▲ 0.5 ▲ 0.1

3.4 
4.8 

4.2 

▲ 0.9

▲ 2.2

▲ 0.8

2.4 
2.0 

3.2 

-2.50

-1.50

-0.50

0.50

1.50

2.50

3.50

4.50

5.50

2020年３月末 2021年３月末 2021年12月末

債券 株式 その他 評価差額合計（億円）

前年度末からの好調な株式市場を背景とした投資信託（その他有価証券）の評価損の減少等によ
り、有価証券評価差額全体では前年度末比約1億円の増加となりました。

貸出金利回り貸出金残高（末残）

時価のある有価証券の評価差額

(億円)
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（5）-1 金融再生法開示債権（単体）の推移

（5）-2 自己査定の考え方

（6）自己資本比率（連結・単体）の推移

30

186
236

177
189

154

174

17756

82

74

76

276

423

485
4311.60%

2.40% 2.67%
2.34%

-2%

-1%

0%

1%

2%

3%

0

100

200

300

400

500

600

2019年３月末 2020年３月末 2021年３月末 2021年12月末

（億円）
要管理債権 危険債権

破産更生等債権 開示債権比率

金融再生法開示債権（単体）は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた取引先に対す
る元金返済据え置きなどの支援目的の条件変更等を積極的に実施した結果、2020年3月末より、
主に要管理債権が大幅に増加しました。2021年度に入り、一部事業者の元金返済再開等により債
務者区分が良化した結果、2021年12月末においては、要管理債権が前年度末比59億円減少し金融
再生法開示債権（単体）では54億円の減少となりました。今後も地域金融機関に求められる役割
をはたすべく、引き続きお客様支援を実施してまいります。

9.23%

9.44%
9.61%

8.46%
8.60% 8.67%

8.0%

8.5%

9.0%

9.5%

10.0%

2020年３月末 2021年３月末 2021年12月末

自己資本比率（連結） 自己資本比率（単体）

利益の積み上げ等により自己資本が増加したことから、連結自己資本比率は2021年３月末比
0.17ポイント上昇の9.61％となり、単体自己資本比率は2021年３月末比0.07ポイント上昇の
8.67％となりました。

2022年３月末は、連結は9.6％程度、単体は8.7％程度をそれぞれ予想しています。

金融再生法開示債権

自己資本比率

「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」（令和２年４月７日閣議決定）において、上述の
支援目的の条件変更等を実施した顧客については、債務者区分のランクダウンの対象としない
（開示債権としない）特例的な判断も可能とされております。しかしながら、当行においては特
例的な措置は採用せず、従来通り顧客の実態に沿った債務者区分判定を実施した結果、2020年3
月末より要管理債権が大幅に増加しております。

2021年3月末においては一般貸倒引当金の見積り方法を「フォワードルッキングな引当」に変
更し、将来のリスク拡大に耐えうる充分な引当を計上いたしました。当行は、更なる経済環境悪
化等による将来の損失への備えを強化できたと判断しております。
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（7）カード業務利益（単体）の推移

2021年12月末 2020年12月末

2020年12月末比

カード業務利益 400           △17          417

カード業務収益 1,004         50            954

カード業務費用（△） 604           67            537

※銀行本体で行っているりゅうぎんVisaデビットカード発行業務およびカード加盟店業務における利益。

（8）りゅうぎんVisaデビットカード会員数および加盟店契約数の推移

2021年12月末 2020年3月末 2021年3月末

2020年3月末比 2021年3月末比

りゅうぎんVisaデビットカード会員数 166           30            12            136           154

決済額（イシュイング） 1,853         671           231           1,182         1,622

加盟店契約数 8,490         1,643         675           6,847         7,815

決済額（アクワイアリング） 3,382         1,151         553           2,231         2,829

※決済額：1ヶ月間の合計決済額の平均（12月期は4月～12月の9ヶ月平均、3月期は4月～3月の12ヶ月平均）

（単位　会員数：千人、契約数：先、決済額：百万円）

（単位：百万円）

271

417
400

0
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200
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400
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2019年12月末 2020年12月末 2021年12月末

（百万円）

カード業務利益

りゅうぎんVisaデビットカード会員数および決済額 カード加盟店契約数および決済額
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りゅうぎんVisaデビットカード会員数

決済額（イシュイング）

6,847

7,815
8,490
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2,829

3,382
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1,100

1,600

2,100
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3,100
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6,000

6,500

7,000

7,500
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9,000
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10,000

2020年３月末 2021年3月末 2021年12月末

（先）

加盟店契約数

決済額（アクワイアリング）（百万円） （百万円）
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（9）コンサルティング業務利益（単体）の推移

2021年12月末 2020年12月末

2020年12月末比

コンサルティング業務利益 317           37            280

法人関連コンサルティング 276           22            254

個人関連コンサルティング 40            15            25

（10）リース業務利益（連結）の推移

2021年12月末 2020年12月末

2020年12月末比

リース業務利益 1,006         △24          1,030

（単位：百万円）

（単位：百万円）

コンサルティング業務利益

リース業務利益（連結）

1,003

1,030

1,006

900
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1,000

1,050

1,100

2019年12月末 2020年12月末 2021年12月末

（百万円）
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254
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40
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個人関連コンサルティング

法人関連コンサルティング
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＜参考＞

預金・貸出金等の状況【数値編】

（1）預金【単体】　 (単位:億円)

※譲渡性預金含む

（2）預かり資産【単体】 　(単位:億円)

（3）貸出金【単体】 　(単位:億円)

（4）時価のある有価証券の評価差額【連結】 　(単位:億円)

その他有価証券 3,274    3        2,950    6        2,993    2

株式 18       4        12       3        13       4

債券 2,466    △0      2,087    △0      2,186    △0

その他 789      △0      850      4        793      △2

(注)１．｢評価差額｣及び｢含み損益｣は、基準日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後)と時価との差額を計上しております。

　　２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、時価のある子会社、関連会社株式は該当ありません。

　(単位:億円)

202      4        302      6        304      5

5,323

17,660

2021年12月末

18,271

5,422

18,033

2020年12月末

17,868

5,282

17,561貸 出 金(平 残)

うち住宅ローン

預　金(末 残)

預　金(平 残)

国　　　  　債

投  資  信  託

1,272

1,858

貸 出 金(末 残)

2021年３月末

17,987

1,881合　　　計 1,870

一 時 払い 保 険 1,269

2020年12月末

51

523

1,295

25,461

2021年12月末

50

561

2021年３月末

52

532

24,892

15,929

24,260               24,364

うち個人預金

2021年12月末

25,745

16,726

2021年３月末

24,911

15,928

2020年12月末

2020年12月末

2021年３月末

評価差額

含み損益

時価 評価差額 時価 評価差額 時価

帳簿価額

2021年12月末

満期保有目的の債券

2021年３月末

帳簿価額 含み損益

2021年12月末 2020年12月末

帳簿価額 含み損益
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（5）｢金融再生法ベースのカテゴリーによる開示｣【単体・連結】　(単位:億円)
【単体】

2021年12月末 2020年12月末 2021年３月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

76             82             74

危 険 債 権 177            159            174

要 管 理 債 権 177            284            236

合 計 431            526            485

開 示 債 権 比 率 2.34% 2.92% 2.67%

【連結】　

2021年12月末 2020年12月末 2021年３月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

104            112            101

危 険 債 権 178            162            175

要 管 理 債 権 192            316            265

合 計 475            591            541

開 示 債 権 比 率 2.52% 3.21% 2.92%

（6）自己資本比率(国内基準)【単体・連結】
2021年12月末 2022年３月末 2021年３月末

実績 予想値 実績

 単体自己資本比率 8.67% 8.7%程度 8.60%

 連結自己資本比率 9.61% 9.6%程度 9.44%

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。
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